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不具合の防止

使いやすさの追求

製品化フロー

操作性モニター


	レーザープリンタのセットアップ性／メンテナンス性のユーザビリティ評価

	●ユーザーの使用ミスによる市場品質問題の発生件数が減らない。
操作性モニターにより問題点の事前検出をしていたが、検出力が不足していたために使用ミスにつながる不具合点が市場に流出した。

	実ユーザーを使った短期モニタリングと次機種開発へのフィードバック

	従来：「不具合防止」の観点から開発試作段階からアンケートを中心とした評価を実施

改善：「使いやすさを向上≒不具合の減少」の観点から製品企画段階から観察を中心とした評価を実施

	製品企画段階から評価ができる体制にしたので、構造問題に踏み込んだフィードバックが可能となった。

不具合内容を的確にフィードバックできるようになった。

操作部分に関する完成度の前倒し（量産試作前）が可能となった。



	ユーザビリティエンジニアリング原論



	ハードウェア評価用にタスク分析、評価項目および方法をアレンジして取り入れた。



	社内：デザイン部において以下の項目に関して仕様決めの前倒しが可能となった。

①操作部に関する外装デザイン（刻印部分など）

②ボタン類の色分け

③コマ図（消耗品などの交換作業用、各種JAM処理用）



	設計者の意識が浸透していないため、立会者が少ない。啓蒙活動が必要。

ハードウェアのみのならずコントローラのインストール画面などソフトウェア評価への拡大が必要。
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